
（単位：千円）

事業名称 事業内容 予算額

1 重点・新規 企画部 秘書広報課

2-1-8-1020506
2020年東京オリンピック・
パラリンピック競技大会推
進

・2020年東京オリンピック・パラリンピック
　競技大会の推進 28,876

企画部 秘書広報課

2-1-2-1007050
市制施行50周年記念式典
2-1-3-1008020
市制施行50周年記念シティ
プロモ－ション
2-1-3-1008002
広報活動推進

・和光市市制施行50周年記念事業
　(記念式典・動画作成・記念広報誌作成) 7,318

企画部 政策課
2-1-8-1016012
市制施行50周年記念事業
（政策課）

・和光市市制施行50周年記念事業
　（桜の森づくりプロジェクト・記念歌作成） 5,586

総務部 総務人権課
2-1-14-1026001
市民文化センタ－管理運営

・和光市市制施行50周年記念事業
　（和光シビックコンサ－ト・三栖右嗣記念館
　　コレクション展・JAZZフェスティバル）

4,072

教育委員会
事務局

生涯学習課
10-4-1-1218005
文化財保護

・和光市市制施行50周年記念事業
　（国史跡指定記念　午王山遺跡展） 2,966

1-1-1-1002001
議会運営

・和光市市制施行50周年記念事業
　（議場ミニコンサ－ト） 50

企画部 資産戦略課
2-1-8-1020504
広沢複合施設整備

・広沢複合施設整備事業の推進（南エリア） 827,661

健康保険医療課
4-1-1-1137003
保健センタ－施設整備

・（南エリア：保健センタ－） 4,928

社会援護課 ・（南エリア：児童発達支援センタ－）

子どもあん
しん部

保育施設課
3-2-3-1116030
民間保育所等基盤整備

・（南エリア：認定こども園）
・幼保連携型認定こども園の新設 214,977

4 新規 保健福祉部 地域包括ケア課
3-2-1-1110505
子ども家庭総合支援

・子ども家庭総合支援拠点の整備 19,419

5 重点・新規 市民環境部 市民活動推進課
2-8-2-1075001
コミュニティ施設整備

・白子三丁目コミュニティ施設整備 227,100

令和２年度当初予算における主要事業一覧

所属

議会事務局

2 重点・新規

3 重点・新規 保健福祉部



6 重点・継続 市民環境部
資源リサイクル
課

4-2-1-1147030
ごみ広域処理

・ごみ処理広域化の推進 45,285

7 新規 市民環境部 産業支援課
7-1-1-1164000
産業振興協議会運営

・産業振興条例に基づく産業振興の推進 11,252

8 新規 建設部 道路安全課
8-1-4-1062001
交通安全対策

・地域公共交通に係る計画策定 5,500

9 継続 建設部 都市整備課
8-3-4-1182004
ア－バンアクア公園整備

・ア－バンアクア公園整備事業 182,616

10 重点・継続 建設部
駅北口地区高度
利用化推進室

8-3-6-1185005
駅北口地区高度利用化推進

・駅北口地区高度利用化の推進 11,181

11 重点・継続
9-1-4-1192001
防災施設整備

・防災倉庫設置工事 9,900

12 新規
教育委員会
事務局

学校教育課
10-1-3-1197001
英語教育推進

・小中学校外国語技能検定 5,690

13 重点・継続
教育委員会
事務局

生涯学習課
10-4-1-1218008
午王山遺跡史跡整備

・午王山遺跡史跡整備 10,264

14 重点・継続 建設部
駅北口土地区画
整理事務所

駅北口土地区画整理推進
（駅北口土地区画整理事業
特別会計）

・駅北口土地区画整理事業の推進 906,153

15 重点・継続 上下水道部 水道施設課
浄水場施設改良事業
（水道事業会計）

・南浄水場自家用発電機更新工事
　（令和2年～令和3年度の継続事業）
　自家用発電機更新工事　1式

92,000

16 重点・継続 上下水道部 下水道課
雨水整備
（下水道事業会計）

・19越戸川第1号雨水幹線整備工事
　（市道269号線）
　（平成31年～令和2年度の継続事業）
　雨水管整備工　2000㎜×1200㎜　L=286ｍ

570,800

危機管理室



別紙

１ 目的・背景

２０２０年に開催される東京オリンピック・パラリンピックの射撃競技の会場市として

大会の気運を高めることを目的とし、大会直前イベント、ビームライフル体験の実施及び

懸垂幕等の作成を行う。また、大会期間中については、観戦客をおもてなしするため、様々

な箇所でイベントを実施する。更には、和光市語学ボランティアによる、インバウンドを

含む来場者に向けた観光案内や交通案内等のおもてなし事業を実施する。

２ 事業概要

気運醸成事業については、ビームライフル体験や学校と連携したオリパラ講演会などを

実施する。また、県と連携し和光市駅前にバナーや横断幕などを設置することにより都市

装飾を行う。

大会期間中のイベントについては、観戦客をおもてなしするため、和光市駅前に模擬店

やステージイベントなどを実施する。また、８月１日（土）には和光市役所市民広場にて

バーリ・トゥード「肉」フェスタを実施する。

和光市語学ボランティアについては、浴衣着付けイベント、新倉ふるさと民家園の案内

を通じて、和光市を訪れた外国人観戦客との交流を図る。

３ 当該年度予算額 ２８，８７６千円

重 点 ・ 新 規

『２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の推進』

～和光の“わ”でつなぐおもてなしで歓迎しよう～

担当：秘書広報課

内線：２３２２

H31.3 春フェス R1.12 おもてなし交流DAY



別紙

１ 目的・背景

和光市は令和２年１０月３１日（土）に、市制施行５０周年を迎えます。市制施行５０

周年を記念して、和光市に対する市民の愛着をより一層深めるため、また市内外へ和光市

をＰＲするため、記念式典の実施及び動画の作成を行います。

２ 事業概要

記念式典については、市制施行日である１０月３１日に開催し、記念講演会や市民団体

のパフォーマンス、表彰式などの各種事業を開催する。

また、動画作成については、文化、景観、行事などの和光の魅力を紹介するＰＲ映像及

びテーマを決めた企画映像について作成する。作成した動画については、記念式典でお披

露目し、市内のデジタルサイネージやＹｏｕＴｕｂｅ等で公開しＰＲを図る。

３ 当該年度予算額 ７，３１８千円

重 点 ・ 新 規

『和光市市制施行５０周年記念事業』

（記念式典・動画作成・記念広報誌作成）

～記念すべき節目の年を市民みんなでお祝いしよう～

担当：秘書広報課

内線：２３２２

式典イメージ：和光太鼓演奏 樹林公園周辺の桜並木



別紙

１ 目的・背景

和光市は令和２年１０月３１日（土）に、市制施行５０周年を迎えます。市制施行５０

周年を記念して、和光市に対する市民の愛着をより一層深めるための事業の一環として、

桜の森づくりプロジェクト・記念歌作成を行います。

２ 事業概要

桜の森づくりプロジェクトについては、市民参加型で市民や市内事業者等から植樹のた

めの寄付を募り、和光樹林公園への桜の苗木の植樹や植樹記念式典を行います。

記念歌については、令和版の和光の歌を作成します。昨年１２月に実施した歌詞のフレ

ーズの市民公募意見を元に作詞を行うことや、市民ボーカルの募集などを通じて、市民参

加型で作成を進め、多くの市民が親しみやすく愛着を持てる歌にしていきます。

３ 当該年度予算額 ５，５８６千円

重 点 ・ 新 規

『和光市市制施行５０周年記念事業』

（桜の森づくりプロジェクト・記念歌作成）

～ 将来に向けて形に残る市民参加型記念事業 ～

担当：政策課

内線：２３５３



別紙

１ 目的・背景

令和２年１０月３１日に市制施行５０周年を迎えることを機として、これからの５０

年間を見据えた和光１００年まちづくりに向けて、市民のシビックプライドを醸成する

ための一連の事業を実施する。

２ 事業概要

和光市市制施行５０周年記念事業 和光シビックコンサート ベートーヴェン第九

市制５０周年を記念して、市民が主体となっ

て創る、合唱とオーケストラによる「第九」

の演奏会を開催する。音楽を通して心の繋が

りを感じ、地域の文化振興に寄与すると共に

和光市の発展を祝う。

ヤオコー川越美術館三栖右嗣記念館コレクション展（仮称）

市制５０周年を記念して、美術展を開催する。

ヤオコー川越美術館三栖右嗣記念館が所蔵する

作品を展示し、文化芸術に対する理解や興味、

関心を育む。

和光市市制５０周年記念ＪＡＺＺフェスティバル（仮称）

和光市地域デザイナー養成塾など市民主体で企画するＪＡＺＺフェスティバルを

駅前広場にて開催する。市民主体での新たな音楽文化を生み出す活動を通じてシ

ビックプライドを醸成する。

３ 当該年度予算額 ４，０７２千円

重 点 ・ 新 規

『和光市市制施行５０周年記念事業』

～和光シビックコンサート・三栖右嗣記念館コレクション展・JAZZ フェスティバル～

担当：総務人権課

内線：２３８３

過去のシビックコンサートの様子過去のシビックコンサートの様子

イメージ



別紙

１ 目的・背景

弥生時代の重要な環濠集落遺跡として広く知られていた和光市新倉の午王山遺跡が、

令和元年 11 月 15 日に開催された国の文化審議会において、国の史跡に指定するよう答

申がなされたこと及び和光市市制施行５０周年を記念し、展示会の開催を行う。

２ 事業概要

【展示会】

・日時： 令和２年１０月８日（木）～令和２年１０月２５日（日）9：00～17：00

・会場： 和光市民文化センター企画展示ホール

・内容： 午王山遺跡出土遺物の展示

市内の弥生時代遺物の展示（午王山の東海系土器など）

朝霞市・志木市の午王山と同時期の遺物の展示

東松山市岩鼻式土器（午王山の岩鼻式土器との比較展示）

新宿区下戸塚遺跡出土土器（午王山の東海系土器との比較）

【講演会】

・日時： 令和２年１０月１７日（土）10：15～16：15

・会場： 和光市民文化センター小ホール

・内容： 午王山遺跡に係る講演

・講師： 石川日出志氏（明治大学教授）、小倉淳一氏（法政大学教授）

柿沼幹夫氏（前埼玉県文化財保護審議会委員）など

重 点 ・ 新 規

『和光市市制施行５０周年記念事業』

～国史跡指定記念 午王山遺跡展～

担当：生涯学習課

内線：２４４２



別紙

岩鼻式土器と久ヶ原式土器

午王山遺跡第２次調査空撮（昭和 56 年）

３ 当該年度予算額 ２，９６６千円



別紙

１ 目的・背景

市制施行５０周年を記念して、市民にとって身近で開かれた議会となり、また、多く

の市民が議会に関心を持つきっかけとなるよう和光市議会として議場コンサートを実施

します。

市内在住のアーティストによる議場でのコンサートを開催することによって行政・市

民・議会が綿密に交わり、和光市全体が一致団結し、誰もが和光市への愛着心を増すこ

とができると考えます。

２ 事業概要

・事業期間： 令和２年１１月下旬１回開催（１２月定例会の開会日を予定）

・実施場所： 和光市役所 議事堂３階 議場（鑑賞場所は議席の一部及び傍聴席）

・入 場 料： 無料

３ 当該年度予算額 ５０千円

重 点 ・ 新 規

『和光市市制施行５０周年記念事業』

（議場ミニコンサート）

～ 市内在住アーティストの演奏で 身近で、開かれた議会へ ～

担当：議会事務局

内線：５２２４

●参考写真

市制４５周年記念事業 和光市議会議場コンサー

トの様子（平成２７年１２月３日（木））



別紙

１ 目的・背景

本事業は、「市民・行政・民間事業者 みんなでつくる 交流拠点」を基本理念に、老朽

化した児童センター、児童センタープール等を民間事業者とのパートナーシップにより複

合化し、広沢地区の新たな拠点として整備するものです。

２ 事業概要

・事 業 者： ＰＦＩ和光市広沢株式会社

・事業期間： 事業契約締結日より 2041 年 3 月 3 日まで

・整備内容：

東エリア(学童クラブ※、広沢小プール解体）※広沢学童クラブは、2019 年 10 月より供用開始

南エリア(保健センター、児童発達支援センター、認定こども園)

北エリア(総合児童センター・市民プール、民間施設)

・今年度の主な事業（南エリア）：

南・北エリア共、2020 年 5 月より順次建設工事に着手します。南エリアの保健セン

ター、児童発達支援センター及び認定こども園は、2021 年 4 月のオープンに向け、準

備を進めてまいります。なお、北エリアは、2021 年 12 月オープン予定です。

３ 当該年度予算額

８２７，６６１千円【資産戦略課】

４，９２８千円【健康保険医療課】

２１４，９７７千円【保育施設課】

重 点 ・ 新 規

『広沢複合施設整備事業の推進（南エリア）』

～ 広沢が変わる、和光が変わる ～

担当：資産戦略課

全体計画に関すること

担当：社会援護課

児童発達支援センターに関すること

内線：２３３１ 内線：２１３６

担当：健康保険医療課（保健センター）

保健センターに関すること

担当：保育施設課

認定こども園に関すること

内線：７００９ 内線：２１７６



別紙

■ 施設概要

●イメージ資料 基本設計時に作成したものであるため、今後変更となる場合がございます。

施設名 事業主 運営

総合児童センター・

市民プール

和光市 株式会社ティップネス

保健センター 和光市 和光市

児童発達支援センター

【民設民営】

特定非営利活動法人

ワーカーズコープ

特定非営利活動法人

ワーカーズコープ

認定こども園

【民設民営】

社会福祉法人 光輪会 社会福祉法人 光輪会

学童クラブ 和光市 社会福祉法人

和光市社会福祉協議会

民間施設 株式会社東京建物リゾート 株式会社東京建物リゾート



別紙

１ 目的・背景

現在、国においては、深刻な社会問題となっている児童虐待について、「児童虐待防止

対策体制総合強化プラン」（平成 30 年 12 月 18 日児童虐待防止対策に関する関係府省庁

連絡会議決定）を策定するなどし、児童虐待防止の体制強化に努めています。当市にお

いても、児童虐待防止対策の体制強化を含め、子ども及び子育て世帯等へのより効果的

な支援実施のために、「児童虐待防止対策体制総合強化プラン」において 2022 年度まで

の整備が推進されている「子ども家庭総合支援拠点」について、整備を進めます。

２ 事業概要

子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、実情の把握、子ども等に関する相談全般か

ら通所・在宅支援を中心としたより専門的な相談対応や必要な調査、訪問等による継続

的なソーシャルワーク業務までを行う機能を担う、「子ども家庭総合支援拠点」の整備を

行います。

（厚生労働省資料 関係部分抜粋）

３ 当該年度予算額 １９，４１９千円

重 点 ・ 新 規

『子ども家庭総合支援拠点の整備』

～ 児童虐待防止対策強化 ～

担当：地域包括ケア課

内線：２１９０



１ 目的・背景

吹上コミュニティセンターは築年数が約４０年あまり経過しており、大規模修繕等が必

要な状態から、今後、多額な施設維持費が予想される。また、城山地域センターは高台に

建設されたセンターであるが、駐車場もなく、アクセスが不便で稼働率が低い現状がある。

その他、両センターに共通する課題として、土地が借地での運営であり、城山地域センタ

ーに関しては、令和元年度より土地が有償化になった経緯もある。２つのセンター機能を

新施設へ集約することで、借地の解消や施設の維持管理、施設管理運営コストの効率化な

どを目的とする。

２ 事業概要

・施設名称： （仮称）白子三丁目コミュニティ施設

・建設個所： 和光市白子三丁目中央土地区画整理事業４街区５画地

・敷地面積： ６０１．５４㎡

３ 当該年度予算額 ２２７，１００千円

重 点 ・新 規

『白子三丁目コミュニティ施設整備』

～ コミュニティ施設の集約化 ～

担当：市民活動推進課

内線：２６３７

大型商業施設

吹上コミュニティセンター

新センター建設予定地

城山地域センター

県道練馬・川口線
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１ 目的・背景

朝霞市及び和光市では、各々の処理施設で一般廃棄物の中間処理を行っていますが、

各市の施設ともに老朽化による維持管理コストの増加や、安定的なごみ処理体制の構築

が課題となっています。このような中、循環型社会の形成に寄与する全面的な施設更新

に向けた取組みが急務となっています。

２ 事業概要

平成３０年８月に締結された「朝霞市・和光市ごみ広域処理に関する基本合意書」に

基づく共同処理施設の整備に向けて、ごみ広域処理の方向性を示す基本構想を策定する

とともに、令和２年１０月を目途に、共同処理の実施主体となる一部事務組合の設立準

備を進めます。

・ごみ処理広域化基本構想等策定業務委託料（平成 31 年 7 月～令和 2年 12 月）

・新組合設立に伴う例規整備業務委託料（令和元年 12 月～令和 2年 10 月）

・新組合設立に伴う財務システム等整備業務委託料（令和 2年 5月～9月）

・新組合事務室整備工事設計業務委託料及び整備工事（令和 2年 5月～9月） 等

３ 当該年度予算額 ４５,２８５千円

重 点 ・ 継 続

『ごみ処理広域化の推進』

～ 安定的かつ効率的なごみ処理体制の構築に向けて ～

担当：資源リサイクル課

内線：２６５２
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１ 目的・背景

中小企業・小規模事業者は地域経済の支え手として不可欠な存在であり、中小企業等の

活性化は「まちの体力」を増強することにほかなりません。しかし、中小企業等を取り巻

く近年の経済・社会情勢は極めて厳しい状況にあるため、地域の活性化には積極的な産業

振興施策の推進が必要となっています。そのため、条例を制定し、産業振興に関する基本

理念を定め、市民、企業、関係団体及び市の協働により課題の解決に取り組むことで、地

域振興と市民生活の向上を目指します。

２ 事業概要

条例に基づく令和２年度における具体的な取組として、「産業振興協議会の設置」と、「産

業振興計画の策定」を予定しています。

３ 当該年度予算額 １１，２５２千円

重 点 ・ 新 規

『産業振興条例に基づく産業振興の推進』

～ 地域経済の活性化と地域社会の発展を目指して ～

担当：産業支援課

内線：２６７４
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令和２年度当初予算では、産業振興条例に基づき「産業振興計画」策定のため、業務委

託料として１１，０００千円を計上しました。主な委託内容は、計画策定に係るコンサル

ティング業務、事業所を対象に実施するアンケート調査業務、計画書の編集・印刷・製本

となっています。計画は、令和３年２月までにパブリックコメントを経て計画素案を決定

し、３月末までに協議会から市長に報告し、計画を決定する予定です。

産業振興協議会に関する予算は２５２千円を計上し、内容は協議会委員報酬及び計画策

定部会委員謝礼、委員旅費となっています。

　市は、基本理念にのっとり、市の産業振興を主要な施策として総合計画に基
づく施策及び方針を戦略的に推進するため、事務事業等の方法性及び優先度
を明確にした計画を策定し、その計画の実施に努めなければならない。 

計画概要

実施体制

◎産業振興協議会に「計画策定部会」を設置し、計画策定に関する　

　調査、審議を行い、計画素案を協議会に報告する。
　① 部会は、委員５人以内をもって組織する。

　② 部会委員は、産業振興協議会会長が指名する者と、産業振興
　　に関する知識経験を有する者のうちから市長が者とする。

◎計画は、現行の「和光市産業振興計画」を全面改訂する。
　※現行計画の計画期間は１０年としているが、社会環境の変化に対応できるよう、新計画では５年

　　程度の計画期間を想定）

◎事業者を対象に郵送式のアンケート調査を実施し、中小企業・小　
　規模事業者が抱える課題の抽出と分析を行い、課題を解決する
　ための施策を導出する。

　本条例の目的の達成及び円滑な推進を図るため、市の産業振興に関し必要
な調査及び協議等を行うため、和光市産業振興協議会を設置することができ
る。 

所掌事項

構成等

◎協議会が行う主な調査及び協議等
　① 計画（産業振興計画）の立案及び策定に関すること。
　② 産業振興計画の進捗状況の確認に関すること。
　　※上記の他、市長の諮問に応じて地域の産業振興に関する調査審議を行い、市長に意見

　　　　を述べることができます。（産業振興協議会設置規則による運用）

◎協議会は、委員１０人以内をもって組織します。（第2項）
◎委員の構成は次のとおりです。（第3項）
　　学識経験者（第1号）、事業者（第2号）、
　　その他の団体※等の代表（第3号）、公募市民（第4号）
※その他の団体

　▼和光市商工会、▼ あさか野農業協同組合、▼国及び地方公共団体の機関、▼公共交通機関を運営す る事業者等、

　▼市内に本店又は支店を有する銀行、信用金庫その他の金融機関、▼ その他経済活動の発展に寄与する市内の団体等 

委員の任期は2年
（第4項）
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１ 目的・背景

高齢化による運転免許証返納の増加等、これまで以上に外出機会の創出が公的な課題

となっており、市内でも公共交通への市民ニーズは多様化している。これらのニーズに

対して市内循環バスの運行のみでは充分な対応が困難であることから、将来にわたって

社会情勢に応じた公共交通網の形成を目的とした地域の公共交通に係る計画を策定する。

２ 事業概要

計画策定にあたっては「地域公共交通会議」を立ち上げ、地域公共交通の総合的な見

直し検討を行う。既存の市内循環バスだけではなく、民間路線バスやタクシー等、公共

性のある交通機関や新たなデマンド交通等の交通システムについても検討する。

【参考】

地域公共交通協議会設置済：２３市町村

地域公共交通網形成計画策定済：１６市町村

※朝霞市は令和３年３月までに計画策定予定（地域公共交通協議会は平成３１年度設置）

３ 当該年度予算額 ５,５００千円

重 点 ・ 新 規

『地域公共交通に係る計画策定』

～地域でつくる和光の公共交通～

担当：道路安全課

内線：２２４４
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１ 目的・背景

埼玉県荒川右岸流域下水道処理場（新河岸川水循環センター）施設の覆蓋上部８.１ヘ

クタールについて、スポーツレクリエーション施設を備えたアーバンアクア公園として

整備します。

２ 事業概要

アーバンアクア公園整備事業には、社会資本整備総合交付金やスポーツ振興くじ助成

金を活用し、スポーツレクリエーション施設（人工芝サッカー場、野球場、庭球場、フ

ットサル場、多目的広場、管理棟、駐輪・駐車場）を備えた公園として、平成２６年度

から整備に着手し、整備が終わった一部施設について平成３０年１０月から暫定的に供

用を開始しているところです。令和２年度には多目的広場Ｂの整備を実施して、令和３

年度から全面供用を開始する計画となっています。

３ 当該年度予算額 １８２,６１６千円

重 点 ・ 継 続

『アーバンアクア公園整備事業』

～全面オ－プンに向けて～

担当：都市整備課

内線：２２０９・２２１０

管理棟

野球場
多目的広場Ａ 多目的広場Ｂ

駐車場 駐輪場

庭球場８面（うち庭球場３面はフットサル場２面を兼用）

サッカー場

（少年用２面兼用）



別紙

１ 目的・背景

まちの玄関口である駅の拠点性の向上と、高い交通利便性を活かしたまちづくりを推

進するため、事業への理解と協力が得られるようにする。

２ 事業概要

道路網と鉄道網を結ぶ「ハブ機能を有するバスターミナル」の駅前広場への導入、再

開発事業による駅直結型の高層ビルの実現に向け、地権者の合意形成を図ると共に、検

討組織の運営支援、都市計画図書の作成等を行い高度利用化を推進する。

３ 当該年度予算額 １１，１８１千円

重 点 ・ 継 続

『駅北口地区高度利用化の推進』

～ 中心市街地にふさわしい駅北口周辺の整備 ～

担当：駅北口地区高度利用化推進室

短縮：７２４５
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１ 目的・背景

大地震や水害等が発生した際に、緊急的な安全確保空間として被災者等を受け入れる

指定避難所の、ハード・ソフト両面での機能強化が求められています。

小中学校を中心とした１３か所の１次避難所の防災倉庫を計画的に拡張し、災害時に

おける迅速な避難者支援を目指します。

２ 事業概要

実施場所： 和光市内小学校・中学校

整備内容： 防災倉庫設置 ３箇所

３ 当該年度予算額 ９,９００千円

重 点 ・ 継 続

『防災倉庫設置工事』

～ 災害に迅速に対応するために ～

担当：危機管理室

内線：２３８４
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１ 目的・背景

（１）背景（国の動向）

新学習指導要領の全面実施（小学校２０２０年、中学校２０２１年）となり、小・

中学校の外国語教育が大きく見直されました。主な学習内容として、小学校では３・

４年生では、コミュニケーションを図る素地となる資質・能力の育成を図る、「聞くこ

と」「話すこと」が中心の「外国語活動」を週１時間実施します。また、５・６年生で

は、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力の育成として、「聞くこと」「話

すこと」に「読むこと」「書くこと」が加わり、教科として「外国語科」を週２時間実

施します。

中学校では、小学校の外国語の素地を十分に連携させ、簡単な情報や考えを理解し

たり表現したり伝え合ったりコミュニケーションを図る資質・能力の育成を図り、英

語による言語活動の強化（英語による授業の実施）を目指しています。

（２）本市の現状と課題

① 中学校 ＊全国学力学習状況調査の結果より（中学校 3年生）

平均正答率は全ての領域において全国・県平均ともに上回っていますが、問題分析

結果では「聞くこと」「書くこと」に一部、課題がありました。また、「話すこと」（参

考値）については、聞いた内容を理解してやり取りをする（即興性）問いに課題があ

りました。

② 小学校

各学校に ALT を配置して、ティーム・ティーチング形式または、担任単独で外国語

活動の授業を実施しています。授業の流れは、確立しつつありますが、児童が何を身

につけているのか、英語力について具体的な児童の実態把握や、指導方法の重点がわ

からないという課題があります。

重 点 ・ 新 規

『小中学校外国語技能検定』

～「和光市から世界へ活躍できる子供たちの育成」

（グローバル社会に対応できる人材の育成を目指して）～

担当：学校教育課

内線：２４２４

聞くこと 読むこと 書くこと 話すこと（参考値）

県平均正答率 68.9 56.0 45.9 30.8

和光市平均 71.1 61.2 54.6 *全国参考値のみ
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２ 事業概要

（１）外部委託業者（ベネッセコーポレーション）の英語４技能検定 GTEC を小学校６年

生と中学校２年生が受検し、そのスコアを児童生徒にフィードバックする。

（２）教員（英語教員）に向け、市教委とベネッセの英語教育の担当者が連携した研修を

年２回（受検前と受検後）に実施する。

→主な研修内容

・受検者の結果（実態）の把握と、小中連携を踏まえた指導改善が必要な部分を

中心に研修・協議することで、教員の指導力向上を図る。

３ 本事業に期待できる効果

４ 当該年度予算額 ５，６９０千円

GTEC（スコア型英語４技能検定）の実施

児童生徒に対して

①英語検定を平等に受けるチャンスを得

ることができる。

②スコアレポート（個人成績票）には『現

在、どの段階の英語力なのか』を知るこ

とができる。（例：「海外の高校の授業に

参加できるレベル」と表記している）

教員に対して

①自分が教えている生徒の実態を十分に

把握できることで、自己の英語の指導

を見直すことができる。

②GTEC の結果を踏まえて、授業改善の在

り方について生徒の実態にあった具体

的な研修を受けることができる。

③GTEC の問題を知ることで、日常授業の

改善につなげられる。

「スコアレポート」を通して・・・１年生では

小学校６年生までの外国語科への入門期（小・

中連携時期）の指導が十分に図れると期待でき

る。そして、２年生ではその時期を経て、『中学

校で身に付けた英語力』を確認することで、生

徒が「英語を使って〇〇できる」という成果と、

実態を把握することができる。

「研修」を通して・・・GTEC 受検にあ

たっての準備に関する「不安や」「やり

っぱなし」を解消する。
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１ 目的・背景

史跡 午王山遺跡に関する保存活用計画の策定をとおして、現状の把握や史跡の本質的

な価値を明確化し、遺跡を適切かつ確実に保存・管理・活用していくための基本方針を定

め、地域の宝として後世に継承する方針を示すため、学識経験者や市民、市役所関係部署

職員等で構成した委員会で検討し、計画策定を進める。また、地権者の意向に沿って史跡

指定地の公有化や段階的な整備を進める。

２ 事業概要

・史跡午王山遺跡保存活用計画の策定

策定委員会委員は、考古学専門の大学教授、史跡公園の設計経験がある設計士、

公募市民、地域代表、都市整備課長、生涯学習課長、産業支援課長など

・史跡指定地の公有化のための測量や設計調査を行い、地権者の意向を聞き公有地化

を進める。

午王山遺跡遺構配置図

重 点 ・ 継 続

『午王山遺跡史跡整備事業』

～“史跡 午王山遺跡”保存活用計画策定及び史跡整備～
ごぼうやま

担当：生涯学習課

内線：２４４２
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午王山遺跡空撮（令和元年）

３ 当該年度予算額 １０，２６４千円
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１ 目的・背景

本事業は、和光市駅北口に新たな駅前交通広場や道路、公園等の公共施設の整備改善

及び宅地の利用の増進を図ることを目的とし、駅南口と併せた中心市街地として、計画

的な市街地形成、交通の円滑化、安全で快適な居住空間の確保など、安心・安全なまち

づくりを進める。

２ 事業概要

・施 行 者： 和光市

・施行面積：１１．３ｈａ

・総事業費： 約１０９億６千万円

・事業期間： 平成２０年度から令和４年度

令和２年度においても、引き続き建物等の移転を進め、道路、宅地造成、ライフライ

ン等の工事を行い、仮換地の使用収益開始を順次進めていきます。

３ 当該年度予算額 ９０６，１５３千円

重 点 ・ 継 続

『駅北口土地区画整理事業の推進』

～魅力ある快適なまちづくりへ～

担当：駅北口土地区画整理事業事務所

内線：４５０－１６０２

令和２年度工事実施予定箇所図



別紙

１ 目的・背景

平成６年に南浄水場に設置された既設自家用発電機を適切に管理・更新し、災害時で

も安全で安定的な水の供給を行うため、自家用発電機の更新工事を実施します。

２ 事業概要

・工事概要： 南浄水場自家用発電機更新工事

・工事個所： 和光市南浄水場内

・工事概要： 自家用発電機更新 １式

※令和２年度～令和３年度の継続事業で実施します。

３ 当該年度予算額 ９２,０００千円

重 点 ・ 継 続

『南浄水場自家用発電機更新工事』

～ 未来に引き継ぐ 安全・安心な わこうの水道 ～

担当：水道施設課

内線：６４１・６４２



別紙

１ 目的・背景

雨水幹線未整備箇所の排水機能を強化し、対象区域における住民が安心して暮らせる

ように雨水管の整備を実施します。

２ 事業概要

・工 事 名： 19 越戸川第 1号雨水幹線整備工事（市道 269 号線）

・工事箇所： 和光市新倉五丁目地内

・工事概要： 雨水管布設工 □2000×1200 函渠 施工延長 L=284m

平成 31 年度～令和 2年度の継続事業

３ 当該年度予算額 ５７０，８００千円

重 点 ・ 継 続

『越戸川第 1号雨水幹線整備工事』

～ 見えないところで人々の暮らしと安全を守る～

担当：下水道課

内線：２２５２

工 事 箇 所


	令和2年度当初予算における主要事業一覧
	①秘書広報課（2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の推進）
	②-1秘書広報課（和光市市制施行５０周年記念事業）
	②-2政策課（和光市市制施行５０周年記念事業）
	②-3総務人権課（和光市市制施行５０周年記念事業）
	②-4生涯学習課（和光市市制施行５０周年記念事業）
	②-5議会事務局（和光市市制施行５０周年記念事業）
	③資産戦略課（広沢複合施設）
	④地域包括ケア課（子ども家庭総合支援拠点の整備）
	⑤市民活動推進課（新施設整備）
	⑥資源リサイクル課（ごみ処理広域化の推進）
	⑦産業支援課（産業振興協議会運営）
	⑧道路安全課（地域公共交通に係る計画策定）
	⑨都市整備課（アーバンアクア公園整備）
	⑩駅北口地区高度利用化推進室（駅北口地区高度利用化の推進）
	⑪危機管理室（防災倉庫）
	⑫学校教育課（英語技能検定）
	⑬生涯学習課（午王山史跡整備事業）
	⑭駅北口事務所（駅北口土地区画整理事業の推進）
	⑮水道施設課（南浄水場自家用発電機）
	⑯下水道課（雨水整備・下水道事業会計）

